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1．いとぐち
　　先天性股関節脱臼の整復治療後の遠隔成績に
就いての報告は，共の治療せられる患者数より見
て，一・i見相当の数に上ると考えられるが，実際に
は私の調べた処では僅かしか無V・。即ち欧米に於
ては，Massie1），　Vannini：”），　Howorth＆Smith3）等
による遠隔成績の発表があるが，本邦に於ては，
昭和2年松浦氏4）及び昭和ユ0年東大整形外科5）に
より，Lorcnz法による整復後ユ0乃至15年のもの
杢部でユ2例の報告がある外，咋年矢橋氏（；）が，整
復後8乃至ユ6年置経過した24例を報告して居る
に過ぎない。　今般私は整復後28年を経た例と，
10年を経過した例とを，夫々1例すつ襯察する機
会を得たので，併せて鼓に報湿し，皆様の御参考
に供したい。
2．症　　例
　　第1例：　吉見某。32オの女子。昨年より起った両側
変形性膝関節症による障碍を，主訴として來診した。患者
は満4オの1鵬両側先天性股関節脱臼を，故某整形夕卜科大．
家の詐で，右側は観血的に，左側は非観血的に整復漕療を
受け，以後28年を経過したものである。
　　臨床的に，棘躁距離は左75cm，右74．5cm，下肢に
は軽度の萎縮を認める。両股関節排に右側には強度の廻旋
x本論丈の要旨は昭瀦26年・9月2gil，昼木整形外科学
　　会東北地方会において演読された。
1）　MaSgi　：　J．Bone　Jt．　Surgery，　33－A，　2（1951）．
2）　Vannini：Chir．　Org．　Movim．，　20，　299（1936）．
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障総があり，特に屈曲位内旋は蛤ど不可能である。屈曲位
夕卜旋も著しく制限されて居て，共の程度は右側が：左側よb
も弓蜘隻である。更に内需，三韓共に障碍され，なかんずく
タト縛は右側が，内1陣は左狽IIが，夫々より著明に制限されて
思る。凧曲は両側共ユ10度迄であるが，腰推柱の代償的前
縫増張により，正坐は可能である。大腿骨頭は，触診時や
や上側方に位置し，患者は凹く軽度の振子肢行を示す。
Trendelenburg症候は左程著明では無い。両膝関節は軽度
に1匝潤し，：右側に軟・胃’性膝蓋骨跳動を認める。
図132儀乳整復後28苧
　　「レ」線豫により股関節部を観㌶するど（図1），骨頭は
強外旋位で上側方に縛位し，緩衝器様の変形を示して居る。
之に対峠する股臼蓋嚇の部分は圧平されて，所謂圧痕を造
り，旧股臼底は新生骨により充填されて居るQ新たな位置
に適合した股臼蓋は全く形成されること無く，いわゆる代
3＞　Howor　th＆Smith　：　」．　BDne．　Jt．　Surgery，　14，　299（1932）．
4）　播公河亨＝　il整会津垂3，2，　52（昭『s）．
5）　）｛｛大整ラ彦夕卜1…ミト：　臣需1未E画幸艮，3，12一．M・．・（II召10）．
6）　夕（三非喬：整汗多タ【、不L　1，68（昭25）．
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用股臼の形成が推定される。高木氏7）のいわゆる股臼の唆
急度は，左右40度であるが，骨盤外線線の唆急度は右45
度，左50度で，著しく急竣である。1936年Eyre－Brooks）
の発表に係わる骨頭係数の計測値は，右34，左30であり，
正常より低い。膝関節部に於てはFabel］aの存在と，軽度
の辺縁隆起像とが認められる。
　　第2例1　新田某。17オの女子。6オの時さる高名な
整形外科医の許で，右側先天性股関節脱Elの非観血的整復
後，10年8ケ刀を経て，現在は起居歩行も殆ど普・血で，長
途の歩行や駆足にも，特に倦怠感を覚える事は無い。現在
看護婦として何等の支障無く働いている。
　　垂心距離は左81cm，右80　em，右側の下肢はやや萎
済して居る。股関節の霊迎は軽度に障碍さ促し，自白：博は：右但曝
30度，左側40度迄に制限されて居・る。触診時大ll逞骨頭は，
Scarpa三角内でやや夕卜側方に触れ，　Trendelenburg症候
は殆ど陰性である。屈曲は完全で，破行は認められない。
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図2　17歳♀，整復後10／F
　　「レ」線写眞一r：，（図2）両側1受臼底は浅くなり，特に嘗
ての脱臼側に於ては，手掌状の凹みを示して居・る。これは
更に波状の戸隠な凹凸を示し，其の硬化像は著明である。
股臼蓋の形成は痕跡的で，前記の平坦化した股臼底曲線の
延長をなして居るに過ぎない。骨頭の獲育は，：左側に比し
やや不頁で，骨梁の構造も粗性である。其の股臼対向面に
於ては，同機波朕の凹凸と，硬体像とが見られる。左側の
股臼底も正常に比しやや浅く，股臼蓋の発育も不頁である
のは，多くの先天性股関節腕臼児に於て，非脱臼側の股臼
も亦急峻であり，時に滑り溝を有する事に，何等かの関係
があるものと考えられる。股臼の峻急度は右52度，左50
度であり，骨盤外線線の峻急度は右70度，左68度であり，
第1例より更に急峻である。所謂骨頭係数は右51，左50
で正常値を示して居る。
3．考按とむすび
　　ユ）此の2例は比較的年長となって整復され’
た例の遠隔成績であり，当時の年齢は夫々満4才
と満6才である。現在前者は28年，後者はユ0年
3ヵ月を経過してV・る。
　　2）此＾斜ま二股関節共に股臼は未だ浅く，骨
頭の発育は不良である。股臼蓋の形成も悪く．，且
つ股臼峻急度等も急傾して居り，共の爲，第1例
は亜晩臼位のままであり，日常の障碍が絶えなV、。
第2例に湿ては，束大整形外科報告の症例中，生
後2年4ヵ月以内に整復せられたものに比べ，修
復が遙かに不充分である。これは整復時の年齢と
関係があると考えられる。即ち先天性股関節腕臼
の整復は，出山るだけ早期に行うべきである事を
示唆するものである。
　　3）第1例に：点ては観」血的整復側と非襯血L的
整復側との閥に，遽隔成績において，特に甚だし
V・差異を認め得なかった。
7）　iう一沢：　ij…整…会1謎3，　11，　327（昭11）．
8）　Eyre－Brook：　British　J．　Joint　Surgery，　24：166－IS2
（1936）．
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Summary
）1
）2
???
The　author　observed　two　cases　of　the　congenital　dislocation　of　the　hip　joint　reduced
long　befor・　They　had　been　reduced　at　somewhat　elder　respective　age　of　four　and　six，
that　is，　the　former　twenty－eight，　the　latter　ten　years　ago．
In　these　cases，　either　the　depth　or　the　outward　prolongation　of　the　aqetabulum　remained
deficient，　the　acetabular　gradient（Takagi）　disti．nguished，　and　the　associated　hypoplasia　of
the　femur　head　out　of　repair．　The　first　ci，　se　remained　in　subluxation，　suffering　from
dally　disabilities，　and　the　second　was　kept　in　unsatis，factory　mending，　while　all　of　the
cases　s4rhich　had　been　reduced　under　two　years　of　age　（reported　from　the　Dept・　of
Orthop．　of　Tokyo　University，　1935）　obtaine．d　fair　results・　The　author　qgrees　with　the
classical　opinion　that　good　results　in　the　treatment　of　the　congenintal　dislocation　of　the
hip　are　closely　cennected　with　the　age　of　the　pattent　when　reduced，　in　other　words，
the　teduction　should　be　accomplished　as　early　as　possible．
In　the　first　case　onc　side　of　the　hips　was　reduced　manually，　whiエe　the　other　bloodily．
It　seemed　to　be　no　significant　differenee　betwcen　them．
